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　ゴールデンウィークの真っ只中の2026年５月４
日、髙尾哲郎先生とともに「第８回全国医師ゴル
フ選手権大会」チャンピオン戦（スクラッチ戦）
に出場してきました。舞台は今年も変わらず、名
門・岐阜関カントリー倶楽部 東コース。日本オー
プンなど数々のビッグトーナメントが開催されて
きた、日本屈指の難コースです。
　昨年の大会はこのコースに完膚なきまでに叩き
のめされ、そのリベンジを誓い練習に励み、やっ
てまいりました。相変わらず長い。相変わらずグ
リーンは固くて速い。「去年経験したから少しは
楽かな」と思っていましたが、そんな甘い考えを
岐阜関が許してくれるはずもありません。それで
も昨年よりは内容が良く、ティショットは大きく
崩れず、アイアンも何とか踏ん張り、致命傷にな
るようなミスを減らしながらラウンドすることが
できました。

　そしてホールアウト。

　結果は、
　個人戦：24位（78名中）
　団体戦：21位（38チーム中） 

　もちろん上位争いにはまだまだ届きませんでし
たが、昨年の「ただただコースにやられた」とい
う印象からすると、大きな前進だったと思います。
改めて感じたのは、全国には本当に上手な先生方
がたくさんいるということ。この難コースで80を
切ってくる選手もおり、「医師でこんなにゴルフ
が上手い人がいるのか」と毎年驚かされます。
　来年も本戦の舞台は岐阜関カントリー倶楽部。
そして今年も予選会を行います。11月１日（日曜
日）を予定しております。我こそはと思うゴル
ファーは予定を空けておいてください！
　来年こそは岐阜関に「勝った！」とは言わない
までも、「今年はいい勝負だった」と胸を張って
帰れるよう、また１年間修練に励みたいと思います。

第８回全国医師ゴルフ選手権大会 参戦記
～去年よりは、だいぶマシでした～

志 村 英 樹

会員
　寄稿

しむら皮膚科クリニック　　　　


